
授業計画書（シラバス）
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・積極性、オリジナリティー、責任感、コミュニ

ケーション、精度、スタミナ、達成率、協調性、小

課題の達成度

・プランに従って進めることと、個人の進歩

（　講義　・　実技　） （　講義　・　実技　）

課題タイトル：センターピース

課題を通して、いくつかの重要なポイントを学ん

でいく。（リサーチ、スケッチ、デザイン、面接、

ムードボード作成、テクニカルドローイング、デ

ザインの最終決定、テンプレート、テストピー

ス、材料収集、ボックス制作、梱包箱制作、プロ

モーション）

最終形として富山市ガラス美術館での展示

デモンストレーションとワークショップ

テーブルウェア：

歴史のリサーチ、機能、デザイン、発展、技術

の適応、3〜5個のセット

エングレービング：

基本のカットの練習、インタリオ、オリジナルの

形の応用、ビトログフィー

クラスでは、プロフェッショナルなアート作品の

制作と向上を目指すため、課題を通して管理能

力や自信、決断する力などを身につける練習を

行う。重要なこととして、交流や協力、コミュニ

ケーションと言語の上達も必要となる。


